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５月５日（火）に千軒地区で、「第20回殿様街道
探訪ウォーク in 春」が、福島町千軒地域活性化
実行委員会（佐藤孝男会長）主催で、関係者も含
め130人で歴史の道を歩きました。
　今回は、「松浦武四郎の道」をテーマに掲げ、
福島町史研究会の中塚副会長から松浦武四郎の生
い立ちや同所を訪れた際に描いたスケッチなどを
参加者に説明をしていただきました。
　道内各地から集まった参加者は、約７㎞の古道
で咲き始めた草花を見て春を感じておりました。
　散策後は、昼時に千軒そばを味わった後、松前
神楽の舞を観賞しました。

　北海道179市町村応援大使企画の一つとして、
北海道日本ハムファイターズで2015年福島町応援
大使を務める飯山裕志選手と谷口雄也選手の両選
手と吉岡小学校児童31名で Skype 交流【インター
ネットを利用したテレビ電話】を５月15日（金）
に吉岡小学校で実施しました。
　当日は、吉岡小学校児童会の司会進行で行い、
最初は、福島吉岡野球スポーツ少年団の３名が両
選手から野球が上手くなるためのアドバイスをし
ていただき、その後、児童から福島町に関するク
イズや方言クイズを出題しました。
　方言クイズでは、「こったらべっこ」「わらしゃ
んど」はどのような意味でしょうか？というクイ
ズに両選手が本気で悩む一面もありました。
　クイズ終了後は、児童全員で両選手と北海道日
本ハムファイターズへ「優勝を目指して頑張って
ください」と応援メッセージを送り、楽しく貴重
な一時を過ごしました。

第20回殿様街道探訪ウォーク in春

北海道179市町村応援大使企画

歴史と風景と文化の散策

応援大使２選手と Skype 交流

▲参加者を前に歴史を説明する中塚副会長

▲ガイドを先頭に殿様街道を散策する参加者

▲福島吉岡野球スポーツ少年団3名との交流の様子

▲児童全員で応援メッセージを送る様子

―広報ふくしま　6月号――広報ふくしま　6月号―



　４月26日（日）に福島町福祉センターにおいて福
島町合併60周年記念協賛事業「福島・吉岡声友会カ
ラオケ発表会」が開催されました。
　過去には、北海道大衆歌謡連盟主催で平成６年に
福島町発足40周年記念協賛として全道歌謡グランド
チャンピオン大会を福島町で開催しており、 20年経
過した今でも、福島町には、多くのカラオケ愛好者
がいることに大変感謝していると道南歌謡連合会長
も話しておりました。
　当日は、町内・外から多くの方が参加し、第１部
と第２部に分け、自慢の歌声や舞踊を披露してくれ
ました。

福島・吉岡カラオケ発表会
歌声・舞踊を披露

▲カラオケを披露する参加者の様子

　子ども達等に気持ち良く遊んでもらえるよう、町
内企業の安岡建設工業株式会社で社会貢献活動の一
環として新緑公園等の清掃活動を４月27日（月）と
４月28日（火）の２日間にわたり行っていただきま
した。
　清掃活動をしていただきました安岡建設工業株式
会社に感謝するとともに、今後もゴミのポイ捨てを
することなく、多くの方に利用してもらえるようお
願いをさせていただきます。

町内企業による社会貢献活動
清掃活動でまちを美しく！

▲新緑公園の清掃の様子

　春の全国交通安全運動期間中の5月11日（月）、福
島町・町交通安全運動推進協会主催の「交通安全祈
願祭・町民大会」が吉岡支所で行われ、 82人が参加
し、交通安全意識の高揚と交通事故防止を誓いまし
た。
　祈願祭では、福島大神宮の常磐井武典宮司による
交通安全祈願や玉ぐし奉てんが行われ、今年一年間
の交通安全を祈願しました。
　祈願祭の後には、引き続き春の交通安全町民大会
が実施され、松前警察署の佐藤地域交通課長から交
通講話が行われたほか、町民を代表して、福島吉岡
漁業協同組合の菊地さんが力強く交通安全宣言をし
ました。

春の交通安全運動祈願祭・町民大会
一年間の無事故を祈って

▲交通安全宣言を読み上げる菊地さん（右）
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第24回 北海道女だけの相撲大会
女力士72名の熱戦に大きな歓声！！

　5月10日 ( 日 ) の母の日に第24回北海道女だけの相撲大
会が開催されました。
　今年も、天候に恵まれ鏡山公園相撲場で道内・外から
過去最多となる72名の参加者が集まり熱戦を繰り広げま
した。
　また、観客数も町内外から約800人が訪れ、繰り広げ
られる取組に大きな声援を送っておりました。
　当日、最初の取り組みは、勝者をＡブロック、敗者を
Ｂブロックとする2ブロックで勝敗を争いました。
　迫力ある取り組みやユニークな決まり手もあり、会場
は大いに盛り上がりました。
　勝者分けをしたＡブロックで優勝したのは、札幌市の
おでぶ山（山本静香さん）で、決勝戦では、北斗市のあ
かね山（澤口あかねさん）を豪快な寄り倒しで破り、3年
連続の7度目の優勝を飾りました。

１１

３３

２２

４４

１・２_熱戦を繰り広げる女性力士／３_応援してく
れた皆さんへ優勝を報告するおでぶ山／４_第２４回
大会Aブロックの横綱（写真中央）・大関（写真右）・
関脇（写真左）

○Ａブロック

優　勝（横綱）～おでぶ山　山本　静香　さん（札幌市）

準優勝（大関）～あかね山　澤口あかね　さん（北斗市）

３　位（関脇）～浅 の 山　浅野　麻美　さん（函館市）

○Ｂブロック

優　勝（横綱）～ぽっちゃり山　千坂　　唯　さん（函館市）

準優勝（大関）～じゃま山　ﾀﾞﾆｰﾙ・ｵﾆｰﾙ　さん（森　町）

３　位（関脇）～浅 い 山　工藤みゆき　さん（札幌市）

大　会　結　果
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今月の行事予定今月の行事予定

お問い合わせ先　‒ telephone -

６月
June
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町
議
会
定
例
会

（
４
月
第
２
会
議
）

　

平
成
27
年
度
町
議
会
定
例
会
４

月
第
２
会
議
は
、４
月
23
日
（
木
）

に
開
催
さ
れ
、
議
案
６
件
、
報
告

１
件
、
同
意
１
件
が
審
議
さ
れ
、

原
案
ど
お
り
可
決
及
び
同
意
が
さ

れ
ま
し
た
。

　

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

☆
条
例
の
改
正

○ 

町
税
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い

て

　　

地
方
税
等
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
等
が
公
布
さ
れ
た
こ
と
に
伴

い
、
町
民
税
関
係
、
固
定
資
産
税

関
係
、
軽
自
動
車
税
関
係
、
町
た

ば
こ
税
、
行
政
手
続
に
お
け
る
特

定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番

号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
に
係

る
規
定
の
整
備
等
の
町
税
条
例
及

び
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
一
部
の
改
正
を
行
い
ま
し

た
。

○ 

福
島
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　　

国
民
健
康
保
険
法
施
行
令
の
一

部
を
改
正
す
る
政
令
等
が
施
行
さ

れ
た
こ
と
に
伴
い
、
課
税
限
度
額

の
改
正
や
低
所
得
者
に
係
る
軽
減

の
拡
充
の
た
め
条
例
の
一
部
を
改

正
し
ま
し
た
。

○ 

福
島
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

　　

介
護
保
険
法
施
行
令
の
一
部
改

正
が
平
成
27
年
4
月
10
日
に
公
布

及
び
施
行
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

国
の
低
所
得
者
の
第
１
号
保
険
料

の
軽
減
に
合
わ
せ
、
町
に
お
い
て

も
軽
減
を
行
う
た
め
に
条
例
の
一

部
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

○ 

福
島
町
農
林
水
産
業
担
い
手
支

援
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

機
構
再
編
に
伴
い
、
事
業
担
当

課
が
総
務
課
か
ら
企
画
財
政
課
企

画
グ
ル
ー
プ
に
な
っ
た
こ
と
に
よ

り
、
審
査
委
員
を
総
務
課
長
か
ら

企
画
財
政
課
長
及
び
企
画
財
政
課

参
事
に
変
更
す
る
た
め
、
条
例
の

一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

☆
補
正
予
算

○
平
成
27
年
度
福
島
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
３
号
）

　

総
額
で
145
万
５
千
円
を
追
加
し
、

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
38
億
７
千
508

万
８
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

○ 

平
成
27
年
度
福
島
町
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

　

保
険
事
業
勘
定
の
歳
入
歳
出
予

算
で
財
源
繰
替
を
行
い
ま
し
た
。

☆
報
告

○
専
決
処
分
し
た
事
件
の
報
告

　

町
税
条
例
で
原
動
機
付
自
動
車

や
二
輪
車
等
の
税
率
を
引
き
上
げ

る
措
置
を
１
年
延
長
し
た
こ
と
で

全
て
の
軽
自
動
車
税
の
新
税
率
適

用
を
１
年
延
長
し
、
平
成
28
年
度

か
ら
適
用
す
る
町
税
条
例
の
一
部

改
正
を
専
決
処
分
し
た
こ
と
を
報

告
し
ま
し
た
。

☆
同
意

○
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

　

委
員
の
選
任
に
つ
い
て

　

岡
観
要
さ
ん
（
福
島
２
）
の
選

任
が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

※ 

任
期
は
、
平
成
27
年
５
月
１
日

か
ら
平
成
30
年
４
月
30
日
ま
で

の
３
年
間
と
な
り
ま
す
。

　

永
年
に
わ
た
り
、
日
本
赤
十
字

社
の
社
資
募
集
運
動
の
協
賛
委
員

と
し
て
従
事
さ
れ
た
功
績
に
よ
り

次
の
方
々
が
４
月
22
日
（
水
）
に

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

○
金
色
有
功
章
【
20
年
以
上
】

　

岩
山　

慶
麿
さ
ん
（
宮　

歌
）

○
銀
色
有
功
章
【
15
年
以
上
】

　

中
塚
ミ
ツ
エ
さ
ん
（
三
岳
１
）

○
感
謝
状
【
10
年
以
上
】

　

棟
方　
　

忍
さ
ん
（
吉
岡
３
）

　

平
沼　

竜
平
さ
ん
（
吉
岡
３
）

　

深
山
ス
エ
子
さ
ん
（
宮　

歌
）

　

小
林　
　

正
さ
ん
（
宮　

歌
）

　

菊
地　

忠
三
さ
ん
（
宮　

歌
）

　

稲
村　

政
明
さ
ん
（
宮　

歌
）

○
感
謝
状
【
５
年
以
上
】

　

佐
々
木
貴
行
さ
ん
（
吉
岡
３
）

　

山
田　

久
子
さ
ん
（
豊　

浜
）

　

山
田　

和
惠
さ
ん
（
豊　

浜
）

　

大
脇　

淳
子
さ
ん
（
豊　

浜
）

　

越
後
谷
勝
利
さ
ん
（
宮　

歌
）

　

石
岡　

吉
夫
さ
ん
（
宮　

歌
）

　

鳴
海　

弘
明
さ
ん
（
宮　

歌
）

　

鎌
田　

梅
子
さ
ん
（
福
島
４
）

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
！

日
本
赤
十
字
社
か
ら

16
名
が
表
彰
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　５月18日（月）、福島町行政改革推進委員会の小笠原会長より、第４次福島町行政改革大綱（案）の答申
がありました。
　行政改革とは、これまでの役場の仕事や、そのやり方などを変えて、
より良いまちづくりを目指す取り組みをいいますが、新しい大綱では、
「町民と話し合い、理解し合う組織づくり」のため、町職員のさらなる
意識改革と組織改革を進めることにしました。

　決定　平成27年５月19日（火）
　期間　平成27年度～平成31年度（５年間）
　検証　平成30年度に取り組み状況を検証

　取り組みの概要は、次のとおりです。

第４次福島町行政改革大綱について

福島町議会議員選挙のお知らせ

役場職員の意識改革 役場の組織改革
⑴町民の参画と協働
　意見交換会等を継続します。
　職員が町内に積極的に出向きます。
　仕事の優先順位、実施の有無をはっきり伝えます。

⑵行政運営
　課題解決ができる職員を育てます。

⑴話し合い、理解し合う組織づくり
　機構を再編します。
　職員数の計画的な管理に努めます。
　吉岡支所でも議会放映ができるようにします。

⑵継続する取り組み
　使用料等の受益者負担を検討します。
　職員の給与の適正化に努めます。
　無報酬委員会のあり方を検討します。
　計画的な公共施設の維持管理に努めます。

　詳しくは、総務課総務防災係（☎47-3001）までお問い合わせください。

　任期満了に伴う福島町議会議員選挙を次のとおり決定しました。
　　○告示日　　平成２７年８月１０日（月）
　　○投票日　　平成２７年８月１５日（土）

　選挙管理委員会では、選挙における立候補届の円滑な対応及び選挙全般にわたる周知徹底を図るため、立
候補予定者への説明会を開催します。
　　○福島町議会議員選挙立候補予定者説明会
　　　　日　時　　平成２７年７月７日（火）午前10時
　　　　場　所　　健康づくりセンター健康づくり研修室
詳しくは、福島町選挙管理員会（☎47-3001）までお問い合わせください。

町発注の工事等入札結果の状況をお知らせします。詳しい資料は、役場総務課窓口で閲覧いただけます。

☆入札結果【4月30日（木）～5月20日（水）】 単位：円

工事等入札結果の公表

工　事　名　等 落札業者名 予定価格 落札金額 履行期間

塩釜地区配水管移設工事設計委託業務 共和設計㈱函館事務所 2,310,120 2,138,400 H27.5.20

旧吉岡幼稚園解体工事実施設計
委託業務 ㈱澄建築設計事務所 1,501,200 1,404,000 H27.7.17

福島町総合体育館耐震化等改修工事 高橋組・インテリア小笠原・柏崎工
務店特定建設工事共同企業体 235,062,000 231,120,000 H27.12.19

吉岡総合センター建設工事の内
外構工事 中塚建設㈱ 32,929,200 31,536,000 H28.3.25

吉岡総合センター建設工事の内
建築主体工事

金澤・北村・松岡特定建設工事共同
企業体 252,871,200 252,072,000 H28.2.29

吉岡総合センター建設工事の内
電気設備工事

桧山・青函・福島特定建設工事共同
企業体 45,098,640 44,064,000 H28.2.29

吉岡総合センター建設工事の内
機械設備工事 金澤・青函特定建設工事共同企業体 44,312,400 44,064,000 H28.2.29
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ジェネリック医薬品の利用について

病院にかかるときはこんな点に気をつけましょう

◆　保険料のお支払い方法
保険料のお支払いは、「年金からのお支払い」と「口座振替」を選ぶことができます。

（お申込みに必要なもの：ご本人の保険証・お支払いする口座の預金通帳とお届け印）
「口座振替」を希望される方は、保健福祉課へお申し出ください。

●　「年金からのお支払い」から「口座振替」に切り替わる時期は、お申し出の時期により異な
ります。
●　税申告の際の「社会保険料控除」は、お支払いする方に適用されます。
　　（年金からのお支払いの場合、お支払いただくご本人の社会保険料控除の対象になります。）

●　医療機関で処方される薬には、新薬 (先発医薬品 )とジェネリック医薬品 (後発医薬品 )が
あります。
●　ジェネリック医薬品の処方を希望される方は、医師や薬剤師にその旨を伝えるか、医療機関
や薬局の受付窓口に「希望カード」を提示することによりお願いすることができます。
　「希望カード」が必要な方は保健福祉課までお問い合わせください。

　自分自身のからだの状態に関心と責任を持ち、お医者さんとの対話を大切にしながら、病気に
向き合っていくようにしましょう。

●　かかりつけの医師を持ち、気になることがあったら、まずは相談しましょう。
●　具合が悪いときには早めに受診し早めに対処しましょう。
●　同じ病気でいくつもの医療機関を受診することは控えましょう。
●　休日や夜間に救急医療機関を受診しようとする際には、平日の時間内に受診することがで
きないか、もう一度考えてみましょう。

　ジェネリック医薬品は、新薬と同等の効果・効能を持ち、厚生労働省の基準を満たしている安全なお薬です。
　※ご希望される場合は、必ず主治医や薬剤師によく相談しましょう。

　ジェネリック医薬品を利用すると、お薬代が安くなります。薬によって異なりますが、新薬より３割以上、
中には５割以上安くなるものもあります。

効き目・安全性について

価 格 に つ い て

お　問　い　合　わ　せ　先

北海道後期高齢者医療広域連合
住所　〒060-0062
　　　札幌市中央区南２条西１４丁目
　　　国保会館６階
電話　０１１－２９０－５６０１

保健福祉課国民健康保険係
後期高齢者医療担当
電話　４７－４６８２
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６月に保険料額をお知らせします   

◆　保険料の軽減

◆　保険料の減免

① 均等割の軽減（年額）

② 所得割の軽減

③ 被用者保険の被扶養者だった方の軽減

均  等  割 所  得  割
１年間の保険料

【限度額57万円】【限度額57万円】
【１人当たりの額】 【本人の所得に応じた額】

（平成２６年中の所得ｰ３３万円）×

51，472円 10.52％
＝＋

平成２７年度の保険料につきましては、６月に個別にお知らせします。
≪保険料の計算方法≫

○　１年間の保険料の上限額は５７万円です。
○　年度の途中で加入したときは、加入した月からの月割で計算します。
※　「所得」とは、前年の「収入」から必要経費（公的年金等控除や給与所得控除額など）を引いたものです。

●　軽減は被保険者と世帯主の所得の合計で判定します。
●　被保険者ではない世帯主の所得も判定の対象となります。
●　 昭和25年１月１日以前に生まれた方の公的年金等に係る所得については、さらに15万

円を引いた額で判定します。

●　被保険者個人の所得で判定します。

●　この制度に加入したときに被用者保険の被扶養者だった方については、所得割はかからず、
均等割が９割軽減となります。

　保険料のお支払いが困難な場合は、役場保健福祉課へご相談ください。
　 災害、失業などによる所得の大幅な減少、その他特別の事情で生活が著しく困窮し、保険
料のお支払いが困難な方については、保険料の減免が受けられる場合があります。

※　被用者保険とは、協会けんぽ等、主にサラリーマンの方々が加入している健康保険のことで、市町村の
国民健康保険等は含まれません。

所得が次の金額以下の世帯

33万円かつ被保険者全員が所得0円
（年金収入のみの場合、受給額80万円以下）

33万円

33万円＋（26万円×世帯の被保険者数）

33万円＋（47万円×世帯の被保険者数）

所得が次の金額以下の方 軽減割合
所得から３３万円を引いた額が５８万円以下の方 5割軽減

➡➡
➡➡
➡➡
➡➡

軽減割合 均等割の年額

９割軽減 【年額】 ５，１４７円

8.5割軽減 【年額】 ７，７２０円

５割軽減 【年額】 ２５，７３６円

２割軽減 【年額】 ４１，１７７円 

（100円未満切り捨て）
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　もしも、家の働き手に先立たれたら…
国民年金加入中の被保険者の方や老齢基礎年金の受給資格
期間（原則として25年）を満たした方が亡くなったとき、
その方によって生計を維持されていた「子のある配偶者」
または「子」に支給されます。
※ 「子」とは、 18歳に達する年度末までの子および１級・
２級の障害のある20歳未満の子をいいます。

次の①～④のいずれかに該当する方が死亡したときに子のある配偶者、または子に支給されます。
　①国民年金の被保険者であること
　②国民年金の被保険者であった方で、日本国内に住所を有し、 60歳以上65歳未満であること。
　③老齢基礎年金の受給権者であること。
　④老齢基礎年金の受給資格期間を満たした方であること。
ただし、①、②の場合、被保険者期間のうち保険料納付期間（免除期間、若年者納付猶予期間、学生納付
特例期間も含む）が３分の２以上必要です。
※ 平成38年３月31日までに死亡した場合は、死亡日の属する月の前々月までの１年間に保険料未納期間が
なければ受けられます。

　国民年金基金は、自営業の方やフリーランスの方など国民年金の
第１号被保険者で、保険料を納めている60歳未満の方が加入できる
国民年金の上乗せ年金として創設された公的な年金制度です。
※ 平成25年４月から、 60歳以上65歳未満の方で、国民年金に任意加
入されている方も加入できるようになりました。

　詳しくは北海道国民年金基金（フリーダイヤル0120-65-4192）ま
でお問い合わせください。

◇ 遺 族 基 礎 年 金

◇遺族基礎年金を受けるための要件

☆ご存じですか？「国民年金基金」

国民年金のお知らせ国民年金のお知らせ

●子のある配偶者に支給される年金額

子の数 年　金　額

１人のとき １，００４，６００　円

２人のとき １，２２９，１００　円

３人のとき １，３０３，９００　円

４人以上
３人のときの金額に１人に
つき７４，８００円を加算

※子２人目までは、224，500円が加算されます。

●子のみの場合に支給される年金額

子の数 年　金　額

１人のとき ７８０，１００　円

２人のとき １，００４，６００　円

３人のとき １，０７９，４００　円

４人以上
３人のときの金額に１人に
つき７４，８００円を加算

※子２人目までは、224，500円が加算されます。

●遺族基礎年金の年金額

年金額７８０，１００円

平成27年度（年額）

　子の加算額を加えると次の
とおりです。

※ 相談は予約制となっております。相
談希望の方は７月３日（金）までに
住民生活課戸籍年金係まで申し込み
願います。

場所 福島町役場
時間 午前10時～12時
 午後1時～3時

7月8日㈬
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　朝起きてから体を動かしたり、考えたりするには、エネルギーが必要です。
朝ごはんを食べないまま活動すると、エネルギー不足になり、集中力がなくなっ
て疲れやすくなります。そのため、朝ごはんを食べてエネルギー補給すること
が大切です。一日のスタートを、朝ごはんからはじめてみませんか？

　「夜型の生活リズム」を「朝型の生活リズム」に
　夕食が遅い　→　夕食を早めにとる
　寝不足　　　→　早く寝る（睡眠時間を確保）
　遅く起きる　→　早起きする

○麻 婆 丼： 麻婆豆腐の具に長ねぎ、きのこ
などを加えてみましょう。

○ロコモコ丼：野菜を多めに
○ ごはん＋たんぱく質の多い食品＋野菜類を一
緒にすると栄養のバランスが良くなります。

・集中力や記憶力が高まる
・体温が上昇し、代謝が高まる
・肥満予防に役立つ
・便秘解消につながる
・疲労感が少なくなる　　など

■朝食の重要性

　福島町では、青・壮年期（19
～44歳）の男性で朝食の欠食
率が大変多いです。
　早寝、早起きして朝ごはん
を食べる生活習慣を心がけま
しょう。

主食：ごはん、パン、麺類など
主菜：魚・肉・卵・大豆、大豆製品など
副菜：野菜、きのこ類、海藻類など

○ 汁物を多く摂ると塩分の摂りすぎにつながり
ます。１日２杯を目安に摂りましょう。
○ 野菜から先に食べると、コレステロールの吸
収を抑え、血糖値の急激な上昇を防ぎます。

副菜

主食

主菜

汁物

６月は「食育月間」、毎月19日は「食育の日」です。
　食を楽しむためには、食事を味わって食べることが大切で
す。特に子どもの頃に身につく食習慣は重要です。
　家族そろって食べながら食事のマナーを身につけ、食を通
じたコミュニケーションを心がけましょう。

■問い合わせ先　保健福祉課健康増進係　☎４７－４６８２
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２．浄化槽設置工事にかかる使用者負担金（分担金）
　　　    設置した浄化槽の大きさによって、工事費の約８％程度が使用者の負担金となります。人槽別の概算工事

費と使用者負担金は、次のとおりです。
　　【人槽別の概算工事費と使用者負担金】

●浄化槽の使用料
　 浄化槽の年間の維持管理費は、浄化槽の大きさによって異なりますが、町はその３分の２を負担します。使用者
の負担は３分の１となり、使用料として分割納付をしていただきます。

●使用者の年度別概算経費の内訳
　使用者が年度別にかかる概算経費をまとめると次のとおりです。

●その他各世帯で負担いただくもの
　◆浄化槽にかかる電気料と水道料は、各世帯で負担していただきます。
　　（電気料は１世帯年間で５～６千円、水道料は１人年間３千円くらいになります。）
　◆適切でない使用により浄化槽が故障した場合には、各世帯の負担となります。
　◆使用者の都合で浄化槽を撤去・移設する場合も各世帯で負担することになります。
　◆数年から十数年に１回ブロアーの交換が必要となり、各世帯の負担となります。

●水洗化改造工事費などに必要な資金の融資あっせんと利子補給
　　水洗化にかかる改造工事費などに対し１２０万円を限度として、金融機関に融資のあっせんをして、
　貸し付けを受けることができる制度を設けており、利子の全額を町が負担します。

●すでに個人が設置している浄化槽の維持管理
　　町が示す基準を満たしている浄化槽は、町に無償譲渡していただいた場合は、町が維持管理を行います。
　この場合の使用者使用料も、年間維持管理費の３分の１となります。なお、トイレの汚水のみ処理する単
　独処理浄化槽は対象となりません。

●単独処理浄化槽の撤去費補助金
　　単独処理浄化槽から浄化槽（合併処理）へ転換する際に
　支障となる単独処理浄化槽の撤去費用に対して、９万円を
　限度として補助を行います。

浄化槽の大きさ 概算工事費 使用者負担金
　５人槽 1,700,000円 129,100円
　７人槽 1,900,000円 150,200円
１０人槽 2,300,000円 189,750円

浄化槽の大きさ 維持管理費 町負担金
（３分の２）

使用者負担金
（３分の１）

　５人槽 61,000円 40,600円 20,400円
　７人槽 71,000円 47,000円 24,000円
１０人槽 88,000円 58,000円 30,000円

年　　度 水洗化改造工事費 浄化槽設置工事費 維持管理費分

１年目 200,000円 129,100円 使用開始の翌月から
毎月約1,900円

２年目から － － 毎年20,400円
（月額約1,700円）

※維持管理費は、法定検査料、保守点検料、清掃・汚泥汲取料です。
　初年度の維持管理費は、上記金額に法定検査料5,000円が加算されます

※水洗化改造工事費は改造の方法によって異なりますが、標準的な改造工事費６０万円に対する使用者の負担です。
　浄化槽設置工事費と維持管理費分は、5人槽の場合です。

≪お問い合わせ・申し込み先≫

住民生活課住民グループ　☎47－4681

☆お早めの申し込みをお待ちしております☆
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●清潔で快適な生活のために
　生活雑排水は、河川や排水路の汚濁を進行させ、悪臭や害虫の発生等生活環境を
悪化させております。清潔で住みよい環境づくりは、水洗化による生活環境の改善
を図ることが大切です。
　町では、町が浄化槽の設置工事を行い管理する、浄化槽整備事業を平成23年度か
ら進めております。

●対象区域と整備年度
　福島町全地域を対象として行います。整備基数と設置する順番は調整させていた
だきます。
　※ 新築住宅は、浄化槽本体部分のみの助成となり、水洗化改造工事費に対しての助成は対象となりません。別途
早めにご相談ください。

●対象住宅
　１．住まいを目的とした住宅。　　
　２．工場排水等特殊な排水を伴わない店舗又は事務所等併用住宅。

●浄化槽の設置に必要なことがら
　１．浄化槽を設置する土地が無償で使用でき、その承諾がもらえること。
　２．浄化槽を設置する土地に、どうしても避けることのできない障害物が存在しないこと。
　　　（障害物の移設等は使用者の負担となります。）
　３．工事費用を負担できること。

●浄化槽の設置場所と設置に要する面積
　設置を希望する方の敷地内とし、町と用地無償使用貸借契約を結んでいただきます。
　浄化槽設置工事に必要な面積は約３坪で、そのうち浄化槽本体の設置スペースは、約自家用車１台分です。

●使用者が設備・管理する部分と町が設置・
　管理する部分
　使用者と町がそれぞれ工事を行い管理する部分は、右記
の図のとおりです。
　便室の改修・給排水設備など、浄化槽の手前のマスまで
が使用者が設備し管理を行います。町は、浄化槽から排水
溝までの整備と管理を行います。

●使用者が工事費用に対し負担する経費
　１．水洗化にかかる改造工事費
　　　便室の改修や給排水設備など、水洗化にかかる改造工事費は、その家の構造や改造の方法によって異なりま
すが、標準的な工事費は下記のとおりです。

　　　町では、その工事費の６０万円を上限として、工事費の３分の２を補助します。
　　　【水洗化にかかる標準的な改造工事費】

区　分 内　　容 費　用 備　考
排水設備工事 排水管15ｍの場合 150,000円 管延長距離により増減
衛生設備工事 便器一式・設置費 250,000円 金額に大きな差あり
便槽処理工事 便槽取り壊し・消毒・埋め戻し 35,000円
便室改造工事 床、壁改修、コンセント設置 120,000円 必要な場合
給 水 工 事 給水管10ｍ程度、水抜き栓 45,000円 管延長距離により増減
合　　計 　 600,000円

※例えば、上記60万円の工事費の場合、町補助が40万円で、使用者の負担は20万円となります。
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の
事
業
計
画
等
を
確
認
し

ま
し
た
。

　

デ
マ
ン
ド
バ
ス
講
話
で
は

日
常
生
活
に
お
い
て
、
自
動

車
・
公
共
交
通
機
関
の
利

点
・
欠
点
の
説
明
を
し
た
後

に
デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
利
用
方

法
等
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

生
活
の
足
「
デ
マ
ン
ド
バ

ス
」
を
是
非
ご
利
用
し
て
み

て
は
い
か
か
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、
春
の
本
ま
つ
り
の

一
環
と
し
て
、
絵
本
か
ら
選

ん
だ
お
菓
子
を
作
っ
て
み
よ

う
と
い
う
企
画
で
、「
お
い

し
い
手
作
り
カ
ッ
プ
ケ
ー
キ

教
室
」
を
行
い
、
多
く
の
親

子
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
楽
し

春
の
本
ま
つ
り

今
年
も
始
ま
り
ま
し
た

高
齢
者
学
級

◇ 

木
工
講
座
〜
木
の
ス
プ
ー

ン
を
作
っ
て
み
よ
う
〜

・
日
程　

６
月
７
日
（
日
）

・
会
場　

福
祉
セ
ン
タ
ー

　

広
報
等
で
５
月
か
ら
休

館
予
定
と
お
知
ら
せ
し
て

い
ま
し
た
総
合
体
育
館
耐

震
化
改
修
工
事
に
つ
い
て
、

現
時
点
で
、
ま
だ
工
事
の

詳
細
が
決
ま
っ
て
お
り
ま

せ
ん
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
当
面

の
間
は
利
用
で
き
る
こ
と

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。　

　

休
館
等
の
内
容
が
決
定

後
、
全
戸
配
布
の
チ
ラ
シ

で
周
知
い
た
し
ま
す
。

　

利
用
者
の
皆
さ
ま
に
は

ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
ご
理
解
の
程
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

☆
６
月
の
行
事
予
定

▲平成26年度の成人式の様子

か
っ
た
」「
ま
た
や
り
た
い
」

と
い
う
声
を
多
く
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
28
年
度
に
北

海
道
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

か
ら
返
還
さ
れ
る
埋
蔵
文
化

財
や
介
護
保
険
制
度
改
正
の

講
話
で
、
現
在
の
福
島
町
の

状
況
を
学
習
し
ま
し
た
。

　

講
話
後
は
、
健
康
体
操
の

実
演
で
体
を
ほ
ぐ
し
、
１
回

目
の
高
齢
者
学
級
を
終
了
し

ま
し
た
。

　

福
島
町
で
は
、
毎
年
８
月

に
成
人
式
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
８
月
13
日
（
木
）

に
成
人
祭
、
14
日
（
金
）
に

成
人
式
を
開
催
す
る
予
定
で

す
。
成
人
祭
に
は
、
古
式
ゆ

か
し
い
加
冠
の
儀
を
行
う
な

ど
、
晴
れ
の
船
出
に
ふ
さ
わ

自
分
た
ち
の
力
で
成
人
式
を
！

自
分
た
ち
の
力
で
成
人
式
を
！

し
い
式
典
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

例
年
、
新
成
人
と
な
ら
れ

る
皆
さ
ん
で
実
行
委
員
会
を

組
織
し
、
記
念
行
事
の
運
営

に
取
り
組
む
事
と
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
今
年
度
も
新
成

人
の
皆
さ
ん
か
ら
実
行
委
員

を
募
集
し
ま
す
。

　

成
人
式
の
対
象
と
な
る
の

は
、
平
成
７
年
４
月
２
日
か

ら
平
成
８
年
４
月
１
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
方
で
す
。

　

な
お
、
最
初
の
実
行
委
員

会
を
次
の
日
程
で
行
い
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

【
第
１
回
実
行
委
員
会
】

○
日
時　

 

６
月
８
日
（
月
）

18
時
〜

○
場
所　

福
島
町
役
場

総
合
体
育
館
耐
震
化

改
修
工
事
に
つ
い
て
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昨
年
に
続
き
５
月
13
日

（
水
）・
14
日
（
木
）
の
２
日

間
に
福
島
小
学
校
体
育
館
で

「
相
撲
に
親
し
む
教
室
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

５
月
１
日
（
金
）
に
元
プ

ロ
野
球
選
手
で
、
プ
ロ
の
指

導
キ
ャ
リ
ア
も
豊
富
な
広
野

功
さ
ん
の
「
野
球
教
室
」
を

新
緑
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開

催
し
ま
し
た
。
大
会
を
控
え

た
選
手
た
ち
は
、
広
野
さ
ん

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
自
分
の
も

の
に
し
よ
う
と
真
剣
に
取
り

組
ん
で
い
ま
し
た
。

　

福
島
町
相
撲
少
年
団
指
導

者
が
講
師
を
務
め
、
礼
儀
や

四
股
・
腰
割
・
摺
足
・
押
し

な
ど
の
基
本
動
作
の
指
導
の

あ
と
、
紅
白
戦
な
ど
を
行
い

ま
し
た
。

　

子
供
達
か
ら
は
、
普
段
使

わ
な
い
筋
肉
を
使
う
の
で
、

「
足
が
上
が
ら
な
く
て
き
つ

い
」
と
い
う
声
も
あ
り
ま
し

た
が
、
紅
白
戦
で
は
、
歓
声

の
上
が
る
中
で
相
撲
を
楽
し

ん
で
ま
し
た
。

　

福
島
小
学
校
・
吉
岡
小
学

校
の
児
童
を
低
学
年
（
１
・

２
年
）、
中
学
年
（
３
・
４

年
）、
高
学
年
（
５
・
６
年
）

に
分
け
、
実
施
し
ま
し
た
。

◎ 

い
き
い
き
町
内
会
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
大
会

▼
日
時　

６
月
６
日
（
土
）

　
　
　
　

午
前
９
時
〜

▼
会
場　

 

フ
ァ
ミ
リ
ー
ス

ポ
ー
ツ
公
園
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
場

☆
町
民
プ
ー
ル
オ
ー
プ
ン

◆
日
時　

６
月
２
日
（
火
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜

◆
オ
ー
プ
ン
期
間
６
〜
９
月

◆
定
休
日　

 

月
曜
日
及
び
祝

日
の
翌
日

☆
６
月
の
行
事
予
定

＊６月総合体育館カレンダー＊
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30

○
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

▽ 

第
16
回
教
育
長
杯
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
大
会
（
５
月
16
日

（
土
）福
島
町
フ
ァ
ミ
リ
ー

ス
ポ
ー
ツ
公
園
）

　

渡
島
西
部
四
町
か
ら
男
子

の
部
50
名
、
女
子
の
部
26
名
、

計
76
名
の
エ
ン
ト
リ
ー
が
あ

り
、
福
島
町
で
の
今
年
度
最

初
の
大
会
を
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。

　

主
な
結
果
は
次
の
と
お
り

で
す
。

【
男
子
】

１
位　

山
本
賢
一
（
福
島
）

２
位　

山
内
幹
也
（
福
島
）

３
位　

桜
庭
更
生
（
知
内
）

【
女
子
】

１
位　

花
田
眞
喜
子（
福
島
）

２
位　

吉
田
眞
里
子（
福
島
）

３
位　

住
吉
明
子
（
福
島
）

○
ゴ
ル
フ

▽ 

第
16
回
町
民
大
会
（
５
月

３
日
（
日
）
大
沼
Ｃ
Ｃ
）

①
花
田
浩
二
②
奈
良
正
喜
③

石
岡
秀
貴
④
石
岡
幸
秀
⑤
阿

部
重
美
（
出
場
42
人
）

○
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

▽ 

第
33
回
町
民
大
会
（
５
月

20
日
（
水
）
新
緑
公
園
）

優　

勝　

村
上
チ
ー
ム

準
優
勝　

村
田
チ
ー
ム

第
３
位　

黒
竹
チ
ー
ム

○
少
年
野
球

▽ 

高
円
宮
賜
杯
第
35
回
全
日

本
学
童
軟
式
野
球
函
館
地

区
大
会
（
５
月
３
日
（
日
）

〜
函
館
オ
ー
シ
ャ
ン
球
場

ほ
か
）

１
回
戦

　

福
島
吉
岡
８
‐
２

　
　

入
舟
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

２
回
戦

　

福
島
吉
岡
２
‐
５

　
　

奥
尻
ス
カ
イ
バ
ー
ド
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相
撲
に
親
し
む
教
室

春
の
遠
足
（
松
前
公
園
）

一
年
生
を
迎
え
る
会

　

昨
年
度
に
続
い
て
２
回
目
と
な

る
「
相
撲
に
親
し
む
教
室
」
を
福

島
小
学
校
、
吉
岡
小
学
校
合
同

で
、
５
月
11
日
（
月
）
に
は
、
事

前
に
先
生
方
の
講
習
を
行
い
、
13

日
（
水
）
は
低
学
年
、14
日
（
木
）

は
中
・
高
学
年
が
そ
れ
ぞ
れ
行
い

ま
し
た
。

　

当
日
は
、
準
備
運
動
の
後
、
四

股
の
踏
み
方
や
す
り
足
、
押
し
方

な
ど
教
わ
っ
た
後
、
実
際
に
相
撲

を
と
っ
て
み
ま
し
た
。
相
撲
を
と

る
子
は
、
取
組
を
待
つ
子
ど
も
た

ち
に
応
援
し
て
も
ら
い
な
が
ら
、

体
力
づ
く
り
も
兼
ね
た
よ
い
体
験

と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
に
様
々
な
面
で
準
備

や
指
導
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た

福
島
町
相
撲
協
会
、
教
育
委
員
会

の
皆
様
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

５
月
１
日
（
金
）
に
、
一
年
生

か
ら
四
年
生
ま
で
が
春
の
遠
足

で
、
み
ん
な
で
バ
ス
に
乗
っ
て
、

松
前
公
園
へ
行
き
ま
し
た
。
当
日

は
、
朝
か
ら
晴
天
に
恵
ま
れ
、
絶

好
の
遠
足
日
和
で
、
松
前
公
園
は

桜
が
真
っ
盛
り
で
し
た
。
例
年
よ

り
一
週
間
か
ら
10
日
早
い
そ
う
で

す
。
子
ど
も
達
は
、
辺
り
が
ピ
ン

ク
色
に
染
ま
っ
た
一
本
一
本
の
桜

の
木
を
丁
寧
に
観
察
し
て
い
ま
し

た
。

　

寒
く
も
な
く
、
熱
く
も
な
く
、

み
ん
な
爽
や
か
な
気
分
で
散
策
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

桜
を
観
察
し
た
後
は
、
待
ち
に

待
っ
た
お
弁
当
。
桜
を
愛
で
な
が

ら
の
お
い
し
い
お
弁
当
を
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
お
昼
の

時
間
は
公
園
の
広
場
で
ゲ
ー
ム
等

を
楽
し
み
、
松
前
で
の
遠
足
を
終

え
ま
し
た
。

　

入
学
式
か
ら
２
ヶ
月
が
過
ぎ
ま

し
た
。
は
じ
め
緊
張
し
て
い
た
４

人
の
一
年
生
も
小
学
校
生
活
に
も

慣
れ
元
気
い
っ
ぱ
い
に
過
ご
し
て

い
ま
す
。

　

４
月
24
日
（
金
）、「
一
年
生
を

迎
え
る
会
」
が
行
わ
れ
、
二
年
生

は
、
手
作
り
の
校
歌
の
歌
詞
カ
ー

ド
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
く
れ
ま
し

た
。

　
一
年
生
は
、さ
っ
そ
く
中
を
開
き
、

校
歌
や
イ
ラ
ス
ト
を
見
て
、
と
て

も
嬉
し
そ
う
に
し
て
い
ま
し
た
。

　

三
、
四
年
生
は
、
友
だ
ち
と
の

遊
び
方
や
廊
下
の
歩
き
方
な
ど
の

学
校
の
決
ま
り
を
○
・
×
ク
イ
ズ

で
紹
介
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

一
年
生
は
、
悩
み
な
が
ら
考
え

て
い
ま
し
た
が
、
正
解
す
る
と

「
や
っ
た
〜
!!
」と
喜
ん
で
ま
し
た
。

　

五
、
六
年
生
は
、
学
校
行
事
を

劇
と
ク
イ
ズ
に
し
て
紹
介
し
て
く

れ
ま
し
た
。

　

５
月
31
日
（
日
）
に
行
わ
れ
る

運
動
会
の
徒
競
走
の
様
子
、
学
習

発
表
会
の
合
奏
の
様
子
や
冬
の
遠

足
な
ど
を
わ
か
り
や
す
く
劇
に
し

て
く
れ
ま
し
た
。

　

一
年
生
は
、「
早
く
運
動
会
が

こ
な
い
か
な
」「
学
習
発
表
会
は

す
ご
く
緊
張
を
す
る
け
れ
ど
、
い

ろ
い
ろ
な
楽
器
を
演
奏
し
て
み
た

い
な
」
と
学
校
生
活
に
意
欲
的
で

し
た
。

　

そ
の
後
、
全
校
児
童
み
ん
な
で

紅
白
に
分
か
れ
リ
レ
ー
大
会
を
し

た
り
鬼
ご
っ
こ
を
し
た
り
し
ま
し

た
。
全
校
31
人
の
児
童
が
大
き
な

声
を
出
し
て
応
援
す
る
姿
が
見
ら

れ
ま
し
た
。

　

元
気
い
っ
ぱ
い
、
笑
顔
い
っ
ぱ

い
の
一
年
生
を
迎
え
る
会
と
な
り

ま
し
た
。

福島小学校大運動会福島小学校大運動会6月7日(日) 午前9:00～

　ふだんは仲の良い子どもたちも、この日だけは紅白に別れ、徒競走やリレー、玉入れなど
いろいろな競技で競い合います。
　また、一～三年生のリズム、四～六年生の組体操、全校リレーも見ものです。
　当日は、元気に走ったり踊ったりする子どもたちに、たくさんの声援をおくってください。

今年のテーマ「 全 力 疾 走！！ 」



一
学
年
宿
泊
研
修

平
成
27
年
度

前
期
生
徒
総
会

今
年
度
の
「
お
や
じ
の
会
」

お
父
さ
ん
方
、
大
活
躍

第
50
回
福
島
中
学
校

体
育
大
会

公
務
員
試
験
、
看
護
・
医
療
学
校

対
策
講
座
ス
タ
ー
ト

　

４
月
28
日
（
火
）
６
時
間
目
に
、

平
成
27
年
度
前
期
生
徒
総
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

生
徒
総
会
の
中
で
は
、
ま
ず
昨

年
度
後
期
の
書
記
局
や
委
員
会
の

反
省
が
発
表
さ
れ
、
そ
の
後
今
年

度
前
期
の
書
記
局
、
委
員
会
の
計

画
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
ど
の
委

員
会
と
も
福
島
中
学
校
を
少
し
で

も
良
く
す
る
た
め
に
、
い
ろ
い
ろ

な
妙
案
を
込
め
て
計
画
を
立
て
て

い
ま
し
た
。

　

福
島
中
学
校
の
た
め
全
校
生
徒

が
、
よ
り
過
ご
し
や
す
く
な
る
よ

う
生
徒
会
書
記
局
を
中
心
に
半
年

間
頑
張
っ
て
下
さ
い
。

　

４
月
25
日
（
土
）
に
今
年
度
最

初
の
福
島
中
学
校「
お
や
じ
の
会
」

第
１
回
目
の
活
動
が
行
わ
れ
ま
し

た
。　

　

今
年
度
は
、
体
育
館
横
の
陸
上

部
の
器
具
等
が
入
っ
て
い
た
物
置

の
補
修
の
下
準
備
を
行
い
ま
し
た
。

当
日
は
、
６
名
の
会
員
の
方
が
集

ま
り
物
置
の
床
剥
が
し
や
廃
材
の

撤
去
・
処
理
な
ど
を
２
時
間
近
く

行
い
ま
し
た
。

　

後
日
、
補
修
工
事
が
開
始
さ
れ

ま
し
た
が
、
工
事
に
あ
た
っ
て
も

町
内
の
多
く
の
方
、
多
く
の
企
業

の
方
々
に
ご
協
力
や
ご
厚
意
を
頂

き
、
新
築
と
見
ま
ご
う
ほ
ど
の
素

晴
ら
し
い
物
置
が
完
成
い
た
し
ま

し
た
。

　

福
島
中
学
校
は
、
地
域
に
支
え

ら
れ
て
成
り
立
っ
て
い
る
と
痛
感

さ
せ
ら
れ
る
活
動
と
な
り
ま
し
た
。

　

５
月
17
日
（
日
）
に
第
50
回
福

島
町
立
福
島
中
学
校
体
育
大
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
早
朝
、
雨
模
様
で
開
催

が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
生
徒
の

願
い
が
天
に
届
き
、
開
催
時
刻
に

は
、
風
は
多
少
強
い
も
の
の
太
陽

も
顔
を
出
し
絶
好
の
体
育
大
会
日

和
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
か
ら
フ
ィ
ー
ル
ド
競
技

は
、
事
前
の
体
育
の
中
で
行
い
、

ト
ラ
ッ
ク
競
技
と
レ
ク
競
技
、
団

体
競
技
を
当
日
行
う
形
に
変
更
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
学
年
対
抗
の

競
技
を
無
く
し
、「
ま
ぐ
ろ
」「
す

る
め
」「
こ
ん
ぶ
」「
ま
わ
し
」
の

４
つ
の
縦
割
り
班
（
一
年
生
か
ら

三
年
生
ま
で
を
各
学
年
４
〜
５
名

で
作
ら
れ
た

班
）
対
抗
の

形
式
と
な
り

ま
し
た
。
各

チ
ー
ム
と
も

優
勝
を
目
指

し
協
力
し
な

が
ら
、
し
の

ぎ
を
削
っ
て

頑
張
っ
て
い

ま
し
た
。

　

４
月
18
日
（
土
）、
福
島
町
よ

り
ご
支
援
を
い
た
だ
き
実
施
し
て

い
る
公
務
員
試
験
・
看
護
医
療
学

校
対
策
講
座
の
開
講
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
講
座
は
、
公
務
員
を
目
指

す
生
徒
を
対
象
に
平
成
24
年
度
か

ら
実
施
さ
れ
、
外
部
講
師
に
よ
る

専
門
的
な
講
義
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
更
に
今
年
度
か
ら
は
、

看
護
・
医
療
学
校
を
目
指
す
生
徒

に
も
受
験
対
策
講
座
が
開
講
さ
れ
、

受
講
し
た

生
徒
は
真

剣
な
面
持

ち
で
ガ
イ

ダ
ン
ス
を

受
け
て
い

ま
し
た
。

　

４
月
27
日
（
月
）
か
ら
２
泊
３

日
の
日
程
で
、
一
学
年
宿
泊
研
修

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

公
立
は
こ
だ
て
未
来
大
学
を
は

じ
め
、
カ
ー
ル
・
レ
イ
モ
ン
函
館

工
場
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
の

ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
函
館
セ
ン
タ
ー

（
Ｎ
Ｃ
Ｖ
）
な
ど
の
施
設
を
見
学

し
た
ほ
か
、
ネ
イ
パ
ル
森
に
宿
泊

し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
や
校
歌
練
習
、
サ
イ

ク
ラ
リ
ー
、
野
外
炊
飯
、
ス
ポ
ー

ツ
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
研

修
を
行
い
ま
し
た
。
中
で
も
「
家

族
へ
の
手
紙
を
書
く
」
研
修
で
は

家
族
か
ら
寄
せ
れ
た
手
紙
に
心
を

打
た
れ
、
感
動
や
感
謝
の
思
い
を

抱
き
、
涙
を
浮
か
べ
な
が
ら
返

事
を
書
く
生
徒
も
多
数
い
ま
し

た
。
ま
た
Ｎ
Ｃ
Ｖ
で
は
、
カ
メ
ラ

ワ
ー
ク
や
ア
ナ
ウ
ン
ス
の
方
法
に

つ
い
て
指
導
を
受
け
た
後
、
実
際

の
機
材
と
セ
ッ
ト
を
使
用
し
て
、

ニ
ュ
ー
ス
の
撮
影
過
程
を
疑
似
体

験
す
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
３
日
間
で
様
々
な
体
験
を

す
る
こ
と
が
で
き
、
参
加
し
た
23

名
の
生
徒
全
員
が
楽
し
い
思
い
出

を
胸
に
研
修
を
終
え
る
と
と
も

に
、
ク

ラ
ス
の

団
結
を

深
め
る

こ
と
が

出
来
ま

し
た
。



福島地域マリンビジョン協議会事務局（水産商工課　水産係）まで
☎：47－3004 　FAX：47－4504まで

　５月16日（土）に、福島吉岡漁業協同組合女性部主催の「平成27年度春のお魚殖やす植樹会」
が白符地区で開催され、関係者約30名で海が豊かになることを願い、ミズナラ130本を植樹しま
した。

　５月２日（土）福島吉岡漁業協同組合吉岡地区青年部主催の直売会が吉岡漁港荷捌施設で行われ
ました。ウニやマスなどの鮮魚や、吉岡地区女性部のやわらか昆布等が販売されました。また、海
産物が当たる抽選会も行われ、たくさんの町民で賑わいました。

佐藤町長も参加しました。

―広報ふくしま　6月号―



ご意見やお問い合わせは   農林課まで　☎：47－3002 　FAX：47－4504まで

いちごが収穫の最盛期をむかえました！いちごが収穫の最盛期をむかえました！

　古田農園のハウスで栽培されているいちごが５月中
旬から収穫の最盛期を迎えました。
　いちごは、昨年の秋から苗の育成が始まり、冬を越
え、約半年かけて春から夏に甘い果実を実らせます。
　町内では、直売所等でハウス栽培のいちごが５月下
旬から、露地栽培のいちごが６月から販売される予定
です。

黒
米
播
種
作
業
実
施
！

黒
米
播
種
作
業
実
施
！

※
播は

種し
ゅ

作
業
と
は
苗
を
作
る
た
め
の
種
ま
き
の
こ
と
で
す
。

は　

し
ゅ

　

４
月
25
日
（
土
）
に
黒
米
育
苗
ハ
ウ
ス
（
字
三
岳
）
で
黒

米
の
播は

種し
ゅ

作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
作
業
は
黒
米
生
産
会
員

が
集
ま
り
１
時
間
半
ほ
ど
で
す
ば
や
く
作
業
を
終
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

苗
が
育
つ
と
５
月
末
に
黒
米
の
田
植
え
作
業
を
行
い
ま

す
。
苗
づ
く
り
か
ら
収
穫
ま
で
水
稲
農
家
の
忙
し
い
時
期
が

始
ま
り
ま
し
た
。
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　みなさま、いかがお過ごしでしょうか？ 
　５月10日（日）に開催された「第24回 北海道 女だけの相撲大会」は大盛況のうちに
終わりました。
　実は今年は、例年と違う様相を呈しておりました。と申しますのは、これまでは毎回
定員割れをしていましたが、今回は100名近い応募がありました。嬉しい悲鳴です。何
とかして応募者全員にご参加頂きたいのですが、運営上不可能ですので苦肉の策として
今回のみ72名で開催されました。半数以上は初参加でした。結果は、おでぶ山さんが優
勝されましたが、過去の大会に出場していた実力者が早い段階で敗退など波乱含みとな
りました。毎年定員割れをしていたのが、急に応募が殺到となった要因は一体何だった
のでしょうか。私はこう思います。広報の仕方だと。人とのお話でもよくあることです
が、「言う」のと「伝える」のは違うのです。ただ漫然と話しても人に伝わらないこと、よくありますよね？広
報の仕方一つで結果は大きく変化すると思います。何も難しいことではありません。それを今回、観光協会事務
局内で考え、ポスターの掲示を効果的な場所へ変更するなど行った結果だと思います。来年は今年以上に盛り上
がるよう、今から考えて行動したいと思います。
　先日、道の駅にキャンピングカーに乗った方がいらっしゃいました。石川県からいらっしゃった山口英次さん
（ご本人に掲載の許可は頂いております）という方です。定年後、キャンピングカーで全国を旅され、今回は桜
前線を追って静内町や松前町へ行かれ、その帰りに福島町へ立ち寄られたそうです。この山口さん、各地のポス
ターを車の後部に貼り、ＰＲをしながら旅をされているようで、福島町のポスターを差し上げ、ＰＲしながら帰
路につかれました。このようなことをされているので、全国の新聞やテレビの取材を沢山受けられているようで
す。
　車やオートバイなどで日本全国を旅する方は大勢いらっしゃると思いますが、各地のポスターを車に貼ってＰ
Ｒしながら旅をされる方は聞いたことがありません。縁も所縁もない土地のポスターを貼るために車を自費で改
造し、ＰＲしながら旅をされるその姿に感銘を受けました。
　このように、福島町へ実際に様々な人が来ているのです。問題はその方々をどうやって引きとめ、福島町の魅
力を伝え、ファンになってもらうかだと思います。「福島町ってイイとこだよね」と言ってもらえると嬉しいで
すよね？今以上に福島町のファンを増やしましょう！今この町には沢山の素晴らしいものがあります。それを
様々な工夫を凝らして変化させ、外から人が集まるような状況を築くべく頭をひねっております。その過程で住
民の皆様のご意見やご協力をお願いすると思います。その際は何卒ご協力賜りますよう、お願い申し上げます。

地域おこし協力隊
川端　教文

▲決戦！おでぶ山 ＶＳ 田辺山 ▲キャンピングカーで全国を旅されている石川県の山口さん
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福島法律相談センターの
開設について
　函館弁護士会において、６月
より下記のとおり無料法律相談
を開設することとなりました。
借金、離婚などの日頃の悩みを
無料で相談することができます
ので、お気軽にご利用ください。

■場　所　福島町役場２階
　　　　　保健栄養指導室
■時　間　午後１時～午後４時
■開催日　
●平成27年
６月19日（金）嶋田敬昌弁護士
７月17日（金）弘末和也弁護士
８月21日（金）植松 直弁護士
９月18日（金）荒木知恵弁護士
10月16日（金）兼平誠也弁護士
11月20日（金）鶴素直弁護士
12月18日（金）横川裕宣弁護士
●平成28年
１月15日（金）渡邊圭太弁護士
２月19日（金）百合拡泰弁護士
３月18日（金）渡邊祐亮弁護士

■問い合わせ先
　水産商工課商工観光係
　☎47-300４

平成27年度福島消防団総
合訓練大会の実施について
　福島消防団総合訓練大会のた
め下記のとおり全町のサイレン
を鳴らしますので、火災と間違
いのないようお願いいたします。
■日　時
　6月14日（日）　午前9時30分～
■訓練場所
　福島小中学校グラウンド
■問い合わせ先
　福島消防署
　☎47-2119

児童手当「現況届」の
提出について
　児童手当を受給している方は
平成27年6月1日現在の状況を届
け出る必要があります。
　6月初旬に「現況届」をお送
りしますので、平成27年6月30
日までに必ず役場住民生活課又
は吉岡支所へ提出願います。
■問い合わせ先
　住民生活課戸住民生活係
　☎47-4681

町長資産等の公開

　政治倫理の確立のための福島
町長の資産等の公開に関する条
例に基づき、次のとおり町長の
資産等を公開します。
■期　日
　6月30日より
　（休日・祝祭日を除く）
■時　間
　午前8時30分～午後5時
■閲覧場所・問い合わせ先
　総務課総務防災係
　☎47-3001

函館市消費生活センター相談
のお知らせ
　悪質商法や契約トラブルなど
消費に関する相談については、
広域連携事業として、当町の町
民も函館市消費生活センターで
相談することが可能となってい
ます。
相談に当たっての予約は不要で
す。
これまで同様に役場水産商工課
でも相談を受付していますが休
日等に函館での相談も可能です
ので、お知らせいたします。

■相談時間
　【月～土】
　　午前10時～午後4時　
　【日・祝】
　　午前11時～午後4時
　【休所日】
　　12月29日（火）から
　　1月3日（日）棒二休店日
■問い合わせ先
　函館市消費生活センター
　函館市若松町17-12
　棒二森屋デパート本館6階内
　☎0138-26-4646

01392-5-3509

―広報ふくしま　6月号――広報ふくしま　6月号―



小・中・高校の教科書を展示
します

　平成28年度に小学校等で使用す
る教科書を次の日程で展示してお
りますので、お知らせいたします。
■展示期間
　6月19日（金）～7月8日（水）
　（日曜日と火曜日を除く）
■展示会場
　福祉センター内図書室
■展示時間
　午前10時～午後6時
■展示する教科書
　小学校・中学校及び高等学校の
　教科書
■問い合わせ先
　学校教育課学校教育係
　☎47-3675

　町では、6月1日 ( 月 ) から10月
31日（土）までの間、「クール
ビズ」を実施します。この運動
の期間中、職員はノーネクタイ
の軽装で勤務します。
　また、節電対策として、昼休
みは事務室の照明を消灯するな
ど、町民の皆様にはご不便をお
かけしますが、ご理解をお願い
いたします。

　毎週日曜日の早朝恒例「どすこい朝市」が青函トンネル
記念館前で開催中です。
　9月下旬まで毎週日曜日の午前7時から開催され、地元
の生産者などが集まり、野菜や果物・花などをはじめ、魚
介類などを格安で販売します。ぜひお越しください。

■開催日・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　毎週日曜日　午前７時～
　（５月24日～９月下旬まで）
■場　所・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　青函トンネル記念館前

札幌福島会総会へ参加
しませんか　　　　　

　札幌福島会の総会が開催されま
すので、参加を希望される方は企
画財政課まで申し込みください。
■日　時
　6月20日（土）午後5時45分
■場　所
　ホテルポールスター札幌
■会　費
　6千円
■交　通
　 町のワゴン車かマイクロバスを
運行します。

■宿　泊
　個人で手配していただきます。
■その他
・ 乗車可能な人数に達した時点で
締め切ります。※6月10日（水）
までに申し込みください。

・ 参加に伴う経費は（会費、宿泊
費等）、個人の負担となります。

■申し込み・問い合わせ先
　企画財政課政策推進係
　☎47-3001

クールビズを
実施します！

どすこい朝市が始まりました！どすこい朝市が始まりました！

問い合わせ先／農林課農林推進係　☎47-3002

▲今年の初開催の様子

―広報ふくしま　6月号――広報ふくしま　6月号―



※今年も 5月から青函トンネル記念館でそば・カレーの販売も始まってます。
　ご利用をお待ちしております。

私共「ペンション鶴」に若者が新しく仲間入りしました。楽しいアイデアで今
年も進んでいきたいと思います。下記６名のスタッフがおりますので、御用の
方はお気軽に声をおかけ下さい。

■阿部喜和子　■片石　敦子　■加藤　由美子　■花田　美也子　■北村　啓子　■長橋　　誠

ご予約＆お問合せは、
お電話または FAXで

ペンション鶴　鶴間弘幸・恵美子
〒049-1451　北海道松前郡福島町字宮歌６４３
電話 兼 FAX：0139-48-5641

税務職員の募集について

　札幌国税局では、税務職員を募
集しています。平成27年度の採用
試験の概要は、次のとおりです。
■受験資格
　高卒見込みの者及び高卒後３
年を経過していない者
■申込受付期間
　①インターネット
　　6月22日（月）～7月1日（水）
　②郵送又は持参
　　6月22日（月）～6月24日（水）
■第１次試験
　9月6日（日）
■第２次試験
　10月14日（水）～10月23日（金）
　のうち指定する1日
　※最終合格発表日11月17日（火）
■問い合わせ先
・札幌国税局人事第２課採用担当
　☎011-231-5011（内線2315）
・函館税務署　総務課
　☎0138-31-3171（内線205）

HIV 検査について

　６月１日（月）から６月７日
（日）は、HIV検査普及週間です。
　検査は、予約制で、その日の
うちに結果をお伝えします。
　気になる方はお気軽にご相談
ください。

■問い合わせ先
　・渡島保健所HIV 専用電話
　☎0138-47-9166

借金・金融一般無料相談
会の開催について
　北海道財務局の専門の相談員
が「借金の悩み」を親身になっ
てお聴きし、あなたに合った解
決方法を提案します。
　「預金・融資、保険など金融
全般」のご相談も受け付けます。

■受付日時
　6月19日（金）午前9時～正午
　※無料・予約不要です。
■会　場
　函館地方合同庁舎
　（函館市新川町25番18号）
■主　催
　北海道財務局、函館財務事務所
■問い合わせ先
　・北海道財務局相談員
　午前9時から午後5時まで
　☎011-807-5144　又は
　☎011-807-5145　まで

福島保育所（５歳児）

【左から】
①おぐま　らいか ちゃん　②なかつか　みゆう ちゃん

４
月
風
呂
の
日
の
当
選
者

館　

崎  

西
田　

彩
桜　

さ
ん

宮　

歌  

棟
方　

知
子　

さ
ん

福　

島  

鎌
田　

梅
子　

さ
ん

福　

島  

花
田　

善
孝　

さ
ん

三　

岳  

久
野
さ
な
ゑ　

さ
ん  

三　

岳  

乳
井　

礼
子　

さ
ん

松
前
町  

高
山　
　

智　

さ
ん

松
前
町  
堀
川　

浩
幸　

さ
ん

函
館
市  
今
川
よ
し
み　

さ
ん

函
館
市  

畠
山　

翔
哉　

さ
ん

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

吉岡温泉だより

温泉で心も体もリフレッシュ！
風呂の日は、ちょっと得した気分！

家族みんなで、温泉へ出かけましょう！
●サービスカードのスタンプを１個サービス！
●抽選により回数券を１０組プレゼント！

６月の風呂の日

―広報ふくしま　6月号――広報ふくしま　6月号―



○
優
良
運
転
者
講
習（
30
分
講
習
）

　

６
月
11
日 

（
木
） 

午
後
６
時

福
島
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

○
松
前
町
の
講
習

　

６
月
17
日 

（
水
） 

松
前
町
町
民
総
合
セ
ン
タ
ー

●
違
反
講
習　

午
前
10
時

●
優
良
講
習　

午
後
１
時

●
一
般
講
習　

午
後
１
時
45
分

●
初
回
講
習　

午
後
３
時

☆
運
転
免
許
更
新
手
数
料

 

２
，
５
０
０
円

☆
更
新
時
講
習
手
数
料

○
優
良
運
転
者 

５
０
０
円

○
一
般
運
転
者　
　
　

８
０
０
円

○
初
回･

違
反
者 

１
，
３
５
０
円

○
高
齢
者

　

70
歳
〜
74
歳 

５
，
６
０
０
円

　

75
歳
以
上 

５
，
２
０
０
円

　

小
型
特
殊
の
み 

２
，
２
５
０
円

　

更
新
時
講
習
を
受
講
す
る
場

合
は
、 

事
前
に
松
前
警
察
署
で

更
新
手
続
き
を
行
う
こ
と
が
必

要
で
す
の
で
、 

ご
注
意
願
い
ま

す
。 

　

詳
細
は
、 

松
前
警
察
署
交
通

係 
（
☎
42
―
３
１
１
０
） 

ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

このコーナーに登場してくれるお子さんを募集しています！掲載を希望
される方は、 企画財政課広報広聴係 （☎47－3001） までご連絡ください。 

おうちの方より一言

ふるさと応援基金ふるさと応援基金
　平成27年5月22日現在までの寄付金が下記の
とおりとなりました。ありがとうございました。

福島町ふるさと応援基金事業を募集しています！
詳しい内容は、 町ホームページで！

担当：企画財政課政策推進係　☎47-3001

期　間 件　数 寄　付　金

H18.4～ H27.3 394件 22,521,222円

H27.4～5 64件 350,000円

小　計　① 458件 22,871,222円

使ったお金② 5件 1,050,000円

①－② 21,821,222円

４
月
23
日
〜
５
月
22
日
届
出
分

☆
お
た
ん
じ
ょ
う
お
め
で
と
う

☆
お
く
や
み
も
う
し
あ
げ
ま
す

 

亡
く
な
っ
た
方   

年
齢  

地
区
名

木
村　

フ
ジ
さ
ん（
94
歳
）豊　

浜

木
村
美
智
子
さ
ん（
78
歳
）館
崎
１

江
口
ミ
ツ
ヰ
さ
ん（
102
歳
）三
岳
１

入
江
ミ
チ
ヱ
さ
ん（
97
歳
）吉
岡
３

阿
部
多
喜
雄
さ
ん（
90
歳
）三
岳
１

増
川　

貞
男
さ
ん（
80
歳
）月
崎
１

三
戸　

フ
ミ
さ
ん（
84
歳
）三
岳
１

日曜当番医 人口と世帯
 （H27. ４月末現在） 

前月比

人　口 ４, ５９７ 人 －18 人

男 ２, １４５ 人 －９ 人

女 ２, ４５２ 人 －９ 人

※診療時間は、 午前９時から
　午後３時までです。 　　 世帯数 ２, ２６７ 世帯 －３ 世帯

第703号

平成27年６月１日発行

スピードダウンキャンペーン実施中！

お 

名 

前

地
区
名

保
護
者

小
林　

楓ふ
う

汰た

く
ん

豊　

浜
美
由
紀
さ
ん

角
谷　

瑛え
い

宙と

く
ん

新
栄
町

洋
平
さ
ん
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